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研究成果の概要（和文）：　本研究から得られた第一の成果は、「根源的な身体衝動」をめぐるニーチェの一連の思想
に「言語論」的な観点からアプローチすることを通じて、ニーチェの哲学を「情動的言語使用の哲学」として新たな視
点から体系的に再構成したことである。
　また第二の成果として、合理的な言語使用を前提とした「他者の了解」から身体的共感に根ざした「他者の承認」へ
と問題の中心をシフトさせつつある現代の「コミュニケーション理論」の展開、とりわけその「承認論的転回」をめぐ
る議論との比較検討を通じて、「情動的言語使用の哲学」が持つ現代的な意義を明らかにしたことが挙げられる。

研究成果の概要（英文）：  The first result of this research is that Nietzsche's philosophy was systematica
lly constructed as the philosophy of the affective use of language through the linguistic approach to Niet
zsche's thoughts about the dynamism of the primitive physical impulse.
  And the second result is that the contemporary significance of Nietzsche's philosophy of the affective u
se of language was revealed from a new viewpoint by the comparison with the argument over the recognition-
theoretical turn shown in the current movement of the communication theory where the center of the problem
 has transferred from the understanding of others on the premise of the rational use of language to the re
cognition of others on the basis of physical sympathy.
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１．研究開始当初の背景 
 
フランクフルト学派を中心とした「コミュ

ニケーション理論」の展開においては、非合
理主義的な前提に立脚する諸々の思想、とり
わけニーチェの「認識批判」ないしは「道徳
批判」の試みは常に論難の的であった。例え
ば「啓蒙のプロジェクトの積極的な推進者」
を自称するハーバーマスによれば、ニーチェ
は、理性の本質的属性をもっぱら「自己保存
を目的とした対象の支配」と一義的に規定し、
したがって、社会的解放のプロジェクトを実
現する「了解志向型の社会的行為」ならびに
これを支える「コミュニケーション的理性」
の所在を正当に評価することができず、結果
として、毀損されざる自然との身体的融合
（“ディオニュソス的陶酔”）を夢想する神秘
主義的思想の域を越えることができなかっ
た、と評価される。（cf., Jürgen Habermas, 
Theorie des kommunikativen Handelns, 
Band1, Suhrkamp,1981, S.505-534. / Der 
philosophische Diskurs der Moderne, Zwölf 
Vorlesungen, Suhrkamp, 1985, S160ff. ） 
しかしながら昨今、そのような論難を展開

するハーバーマスの立場それ自体が、すなわ
ち、社会的相互行為の本質を合理的な言語使
用のうちに認め、間主体的な交流の内実をも
っぱら「言語行為の語用論的条件」に依拠し
て分析しようとする「討議理論」の枠組みそ
のものが、アクセル・ホネットに代表される
「フランクフルト学派第三世代」の論者たち
からの新たな批判に直面している。ホネット
の批判の主要な意図は、狭義の認知的な次元
に還元することのできない、人間の身体が根
源的に具有する情動的な次元に改めて着目
しながら、合理的な了解を許さない異質な他
者の「承認」の可能性をも正当に包含しうる、
そういう仕方でのコミュニケーション理論
の拡張を画策することにある。ホネット自身
の定式化を援用して言えば、「ハーバーマス
の一般的な言語遂行論を、社会的相互行為の
規範的前提を全体にわたって解明すること
ができるような人間学のコンセプトで置き
換える」という課題（Axel Honneth, Die 
soziale Dynamik von Mißachtung; Zur Ort- 
bestimmung einer kritischen Gesellschaft- 
theorie, in: LEVIATHAN; Zeitschrift für 
Sozialwissenschaft, Westdeutscher Verlag, 
1/1994, S.88.）が、批判理論がいま形成しつ
つある問題圏の中核をなしているのである。 
狭義の認知的次元に強く規定されていた

コミュニケーション理論を、情動的な次元に
も目を向けながら拡張しようとするホネッ
トのこのような試みは「コミュニケーショ
ン・パラダイムの人間学的実質化」と特徴づ
けることができよう。しかしながらこの試み
には、従来の「討議理論」に強固な理論的前
提を提供していた言語哲学的考察  具体
的にはオースティン／サールによる言語行
為論  に対応する「言語論」が不在であっ

た。このような事態を招来している原因は、
ホネットがみずからの理論構成の前提とし
て採用した思想、すなわち、主体間の相互承
認を前提として実践的自我の形成を捉えた
イェーナ期のヘーゲルの思想、ならびに、若
きヘーゲルの承認論を社会心理学的な手法
を導入しつつ精緻なかたちで再定式化した
（とされる）ミードの自我論が、「言語」の
問題を必ずしも主題とするものではなかっ
たことにある。（Axel Honneth, Kampf um 
Anerkennung. Zur moralischen Gramma- 
tik sozialer Konflikte, Suhrkamp, 1998, 
S.24ff, 114ff.）結果として、彼が提示する「承
認論」に関しては、合理的な言語使用の場面
に局限化されたコミュニケーション理論を
批判するのに急なあまり、間主体的交流の場
面でなおも「言語」が果たしている（ないし
は果たしうる）役割に関する考察が不十分で
あると言わざるをえない状況にあった。した
がって、指示内容の概念的理解を前提とした
「合理的言語使用」に尽きることのない、わ
れわれの身体的衝動に根ざした「情動的言語
使用」のあり方に注目し、これに関する哲学
的考察を展開することは、極めて有意義な試
みとなると考えられたのである。 
 
２．研究の目的 
 
 以上のような問題意識を前提としつつ、本
研究は、ディオニュソス的衝動と呼ばれる
「根源的な身体衝動」をめぐるニーチェの
一連の思索に改めて注目し、それに「言語
論」的な観点からアプローチすることを通
じて、ニーチェの哲学を「情動的言語使用
の哲学」として体系的に再構成することを
第一の目的として掲げた。 
さらにこの試みと並んで、合理的な言語

使用を前提とした「他者の了解」から、身
体的情動に根ざした「他者の承認」へと問
題の中心をシフトさせつつある、コミュニ
ケーション理論のいわゆる「承認論的転回」
をめぐる議論との比較検討を通じて、ニー
チェの「情動的言語使用の哲学」が持つ思
想的ポテンシャルを、現代的な文脈のなか
で評価することを第二の目的として掲げた。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、上で挙げた二つの研究目的の
それぞれに関して次のような個別的課題を
掲げ、それらを順に遂行していくという方
法で進められた。  
 
①：ニーチェの「言語論」に関する体系的
研究 
（１）「意識的志向性」に先行する「身体的
衝動性」の所在を主題化する、ディディエ・
フランクら現代のフランス現象学者が提示
するニーチェ解釈（cf., Didier Franck, 
Dramatique des phénomènes, Collection 



<Épiméthée>, Presses Universitaires de 
France, 2001.）を検討し、彼らが示す知見
を導きの糸としつつ後期ニーチェ思想を精
査することを通じて、「情動性」をめぐるニ
ーチェの思索の基本的かつ最終的な立脚点
を現代的な見地から明らかにする。 
（２）初期悲劇論の中に見出される「言語」
に関する一連の考察（ ex., Friedrich 
Nietzsche: Sämtliche Werke. Kritische 
Studienausgabe in 15 Bänden, Walter de 
Gruyter, 1980, Bd.1.572ff., 12<1>. 以下、
本全集を KSA と略記）に注目し、これを
上記（１）の研究成果から遡行的に評価す
ることを通じて、ニーチェ思想全体を視野
におさめた彼独自の「言語論」を体系的に
取りまとめていく。（と同時に、下記②で得
られる研究成果をふまえながら、ニーチェ
の「言語論」が、＜情動的言語使用に依拠
したコミュニケーションのかたちを探る＞
という現代的な課題に対して、どれだけの
理論的寄与を果たしうるかを総合的に考察
する。） 
 
②：フランクフルト学派による「コミュニ
ケーション理論」の展開に関する研究 
（１）普遍的な語用論的条件によって基礎
づけられた討議の場、ならびに、そういっ
た公共的場面における合理的な合意形成に
主眼を置くハーバーマスによる「討議理論」
の展開に対しては、それが示す普遍主義的
な性格、あるいは合理性の偏重という傾向
性の是非をめぐって批判的な議論が活発に
繰り広げられている。この傾向を代表する
アクセル・ホネットの議論を詳細に検討し、
「情動的な承認関係」を基盤とした「コミ
ュニケーション・パラダイムの人間学的実
質化」という彼のプロジェクトの理論的内
実を明らかにする。 
（２）ホネットと同様の視点からハーバー
マスの普遍主義的な討議理論を批判した思
想家にチャールズ・テイラーがいる。ホネ
ットの「承認論」はその実、テイラーの「多
文化主義」の理論的基礎となっている「ア
イデンティティの相互承認論」を、ミード
による社会心理学的知見を援用しながら、
より経験的な仕方で理論化したものに他な
らない。このような心理学的手法の導入は、
しかしながら、テイラーがアイデンティテ
ィの相互承認の場面において「言語的交流」
のうちになおも見出していた本質的な役割
を、結果として軽視するに至るという事態
を招来しているように思われる。このよう
な観点を論証するために、テイラーのアイ
デンティティ論を支える基本的な言語観を
詳細に検討し（cf., Charles Taylor, The 
Politics of Recognition, in: Multicultura- 
lism. Examining the Politics of Recogni- 
tion, Princeton UP, 1994.）、これをホネッ
トの「承認論」と比較検討することを通じ
て、その射程と限界を画定する。加えて、

この境界線上にニーチェの言語論と「コミ
ュニケーション理論」の接点を見出し、「情
動的言語使用」をめぐる新たな問題圏の輪
郭を明らかにしていく。 
 
４．研究成果 
 
 上記の個別的課題の遂行によって得られ
た研究成果は、次の三点に大別される。 
 
①「情動」をめぐるニーチェ思想の最終的
な到達点は、「身体」を無意識的に作動する
諸々の衝動のヒエラルキーと見なし、その
頂点に位置するわれわれの意識的かつ合理
的な認知活動を、そういった衝動性の側か
ら記述的に再構成しようとする「身体的情
動性の現象学」（cf., KSA, Bd.11,36<35> 
<36>, Bd.12,7<9>）にあるという観点が、
彼自身のテキストに則した論証を通じて確
立された。 
 
②「言語」をめぐるニーチェ思想の基本的
な土台が、次の二つの独特な言語観にある
ことが明らかにされた。  
Ⅰ．初期「悲劇論」における言語観：「悲

劇」の俳優が用いる言語の本来的な特性が、
感情の内的象徴としての「音楽」が、その外
的象徴としての「身体的身振り」と緊密に結
びついたものと捉えられており、それゆえ
「言語」が、合理的理解の対象としてではな
く「身体的共振」というしかたでの共感的受
容の対象として主題化されている（ cf., 
KSA, Bd.1.572ff.）。 
Ⅱ．後期「身体論」における言語観：身体

を「力の変容態（Transfiguration）」ととら
える後期思想圏においては、他者とのコミュ
ニケーションの原基が、他者の身体と「共振
（Mit-schwingen）」し、そういう仕方で「身
ぶりを分かち合うこと（Mit-teilung）」のう
ちに見出され、このような対他関係の原初的
な形態のうちに、「言語的交流の起源」が同
時に看取されている（cf., KSA, Bd.13,14 
<119>）。 
「言葉の共感的／身体的受容」あり方を主

題化するこれらの二つの観点に注目しつつ、
言語をめぐるニーチェの考察を体系的に取
り纏められることを通じて、「ニーチェ言語
論」の独自性が明らかにされた。 
 
③「コミュニケーション理論」を展開してき
た論陣によって、これまで単なる「非合理主
義」として退けられてきたニーチェ思想が、
当の理論のさらなる発展に対して有意義な
示唆を与えうるうるものであることが示さ
れた。すなわち、間主体的交流の根源的な成
立条件として、情動性に根ざした「共感と感
情移入能力」の必要性を強調するホネット(cf., 
A.Honneth, op.cit., S.150.)、あるいは、そう
いう立場を考慮しつつ、みずからが確立した
討議理論を「差異に極めて敏感な普遍主義的



討議理論（ein für Differenzen hoch emp- 
findlicher Universalismus ）」として再構成
しようとするハーバーマス（Jürgen Haber- 
mas, Die Einbeziehung des Anderen, Stu- 
dien zur politischen Theorie, Suhrkamp, 
1996, S.7.）といった思想家たちが、「コミュ
ニケーション」の新たなかたちをめぐって展
開している現在の議論に、「情動的言語使用」
の可能性をめぐるニーチェ思想が優れて示
唆的であるという観点が確立された。 
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